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第５０号議案 

 

 

 

芦屋市福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

 

 

 

 芦屋市福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例を別紙のように定め

る。 

 

 

   平成２２年６月１１日提出 

 

 

 

                       芦屋市長 山 中  健 

 

 

 

 

提案理由 

 

兵庫県福祉医療費助成事業実施要綱等の一部改正に伴い，本市福祉医療費の助成対

象者の要件に係る規定を整備するため，この条例を制定しようとするもの。 
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芦屋市条例第  号 

 

 

   芦屋市福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 

 

 

芦屋市福祉医療費の助成に関する条例（昭和４８年芦屋市条例第４号）の一部を次

のように改正する。 

 

 

第３条第１項第１号，第３号及び第４号中「及び同法附則第５条の４第６項」を「並

びに同法附則第５条の４第６項及び附則第５条の４の２第５項」に改める。 

 

 

附 則 

 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２２年７月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例による改正後の芦屋市福祉医療費の助成に関する条例の規定は，平成２

２年７月１日以後の医療に係る医療費の助成について適用し，同日前の医療に係る

医療費の助成については，なお従前の例による。 
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 参 照 

 

 

芦屋市福祉医療費の助成に関する条例の一部改正要綱 

 

 

１ 改正の趣旨 

兵庫県福祉医療費助成事業実施要綱等の一部改正に伴い，本市福祉医療費の助成

対象者の要件に係る規定を整備するため，この条例を制定しようとするもの。 

 

２ 改正の内容 

医療費の助成を受けることができる者のうち，次の対象者については，市町村民

税所得割の額（寄附金税額控除及び平成１９年４月施行の住宅借入金等特別税額控

除の規定による控除をされるべき金額がある場合は，当該金額を加算した額）が，

２３５，０００円未満であることを助成の要件としているが，平成２２年１月施行

の住宅借入金等特別税額控除の規定による控除をされるべき金額がある場合にお

いても，当該金額を加算した額が，２３５，０００円未満であることを助成の要件

とする。 

(1)  幼児保護者（１歳児から２歳児までの保護者）若しくは幼児等保護者（３歳児

から小学校３年生までの保護者）又は幼児若しくは幼児等の扶養義務者 

(2)  障害者及びその配偶者並びに障害者の扶養義務者 

(3)  高齢障害者及びその配偶者並びに高齢障害者の扶養義務者 

 

３ 施行期日等 

(1)  平成２２年７月１日   

(2)  施行日前に受けた医療に係る医療費の支給については，改正後の条例の規定に

かかわらず，なお従前の例による。 

 

 

 

 


